
第２号様式別紙 

         内容確認書兼誓約書 【R7 年申請時添付用】 
 

横浜市宿舎借り上げ支援事業の申請内容について、以下のとおり確認しました。 

 

  保育士本人が☑を付けてください 

 □ 令和７年度の本人負担額（賃借料・共益費（管理費））は、下記のとおりです。 

 

   本人負担額：             円（月額）（※０円の場合も記入） 

 □ 自分の氏名が記載された２号様式について、勤務する保育施設・宿舎の所在地・採用年月日

（事業者に採用された日）に相違ありません。 

 □ 保育士として、勤務する保育施設で月 120 時間以上保育に従事しています。 

 □ 宿舎となる住所が記載された住民票（発行日が補助開始日前３か月以内）を取得し、事業者

に提出しました。また事業終了時に再度、宿舎となる住所が記載された住民票を提出します。 

 □ 月途中で宿舎を退去した（住民票を異動した）場合は、その月は補助対象外となることを了

承しました。 

 □ 市長から求めがあった場合は、住民票等の公募の調査を行うことに同意します。 

 □ 令和７年度に宿舎借り上げ支援事業を利用するのは初めてです。他事業者、他自治体でも、

令和７年度に利用していません。 

                     令和   年   月   日  

            

      本人署名                           （自署） 

※代筆不可。必ず本人による署名が必要です。 

 

   事業者が☑を付けてください 

 □ 保育士本人に、宿舎借り上げの利用条件や本人負担額について説明しました。 

 □ 宿舎として申請する物件の住所と、保育士から提出された住民票の住所が同一であることを

確認しました。 

 □ 保育士から提出された住民票を事業者として保管しています。（保管期限：R13.3.31 まで） 

 □ 市長から求めがあった場合、保管した住民票を横浜市に提示します。 

 □ 宿舎となる物件が、要綱（第５条）上の非該当案件に該当しないことを確認済みです。 

 □ 申請内容が事実と相違していた場合は、横浜市から補助金の返還を求めることがあることを

了承しています。 

   

     事業実施者名称・代表者氏名 

 

 

                                          


